
なぜこれほど多くの国が国際女性デーを認識しているので
しょうか？端的に言えば、世界中のジェンダーの平等を促
進するためです。 
実際には、ジェンダーの平等は世界のどこにも存在しません。世界的に見れば、女性は依
然として、法的、経済的、教育的、社会的、そして基本的な医療へのアクセスでさえも、差
別や不当な扱いに直面しています。次のような現実について考えてみましょう。

• 世界の国家元首のうち女性はわずか10％である

• 女性の法的権利は男性の3分の2である

• ジェンダー間の賃金格差は20％、つまり平均して女性の収入は男性より20％低い

• 33％の女性が身体的または性的暴力を経験したことがある

• 11分に1人の割合で、女性または少女が家族に命を奪われています。

• 妊娠・出産に関連する合併症で毎日800人の女性が亡くなっています。

こうした統計は世界的な問題を浮き彫りにしていますが、女性が日々直面する困難や不公
正は現実のものであり、世界各地で個々の女性に異なる影響を与え、その状況は大きく異
なります。 

国際女性デーは、女性の権利を要求し、個人、地域社会、団体に行動を呼びかける日で
す。女性の功績を称えることから、草の根の努力や抗議行動を通じて正義を主張すること
まで、この日は変化と進歩を促すことを目的としています。

国際女性デーは、1911年3月にオーストリア、デンマーク、ドイツ、スイスで初めて開催さ
れ、1977年に国連が正式に認定しました。しかしながら、この日の起源はさらに古く、女
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性の権利を求めて闘う草の根運動にさかのぼります。諸説ありますが、国連は国際女性デ
ーのルーツを1800年代半ばの米国での活動にあると推定しています。反奴隷制大会で発言
を禁じられたニューヨークの女性グループは、1848年に市民的、社会的、政治的、宗教的
権利に焦点を当てた初の女性の権利大会を組織しました。数十年後、ニューヨークの女性
縫製労働者のストライキが運動の推進力となり、アメリカ社会党は1908年に最初の「全国
女性の日」を制定しました。

そこから女性の権利運動は、さまざまな連合やイベントを通じて、ヨーロッパとロシアで勢
いを増していきました。ヨーロッパでは、コペンハーゲンで開催された国際社会主義女性会
議で、ヨーロッパ17カ国を代表する100人の代表が、女性の権利を促進するために「女性の
日」を設けることに合意しました。 

ロシアでは、1910年代の女性による一連の労働ストライキと反戦抗議運動が、1917年のロ
シア革命の重要な瞬間につながりました。3月8日、女性たちは選挙権を求めて戦い、そして
勝ち取ったのです。

行動を加速する
本日、ジェンダー平等とエンパワーメントを専門とする国連内の組織であるUN Womenが、
国際女性デーのテーマを決定しました。今年のテーマ「Accelerate Action（行動を加速す
る）」は、世界中の女性が個人生活や職業生活で直面する障壁や偏見に取り組むために、
迅速かつ断固とした行動をとる必要性を強調するものです。重点分野には以下が含まれ
ます。

• 女性に対する法的保護の強化

• 同じ仕事に対する同一賃金

• 質の高い教育への平等なアクセス

• 政治や指導的な役割に女性を増やす

• 有害なジェンダー固定観念や社会規範への挑戦

この日の歴史的起源以来、多くの進歩がなされてきましたが、女性の権利運動にはまだ長
い道のりがあります。現在の進捗率では、世界中でジェンダー平等が達成されるにはあと
130年以上かかると専門家が予測しています。
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参加する

あなたも変化を起こす一助
となることができます。今月
のツールキットの「身近な女
性のエンパワーメント」をお
読みいただき、皆さんが始
めることができる方法をご
覧ください。
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